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3P 2P

一般会計および企業特別会計主要予算（抜粋）
第６回定例会（令和2年2月20日～3月6日）

会期短縮し令和2年度予算を可決

令和２年度

賛否の分かれた議案

新　緑 公明党
議員団

民主
クラブ

改革
フォーラム

日本共産党
市議団 会派市民 無所属

議案第10号 令和2年度苫小牧市一般会計
予算について 可決 ○ ○ ○ ○ × — ○

議案第13号 令和2年度苫小牧市後期高齢
者医療特別会計予算について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

各会派所属議員
（金澤俊議長は採決には加わりません）

矢嶋　　翼
板谷　良久
竹田　秀泰
木村　　司
金澤　　俊
宇多　春美
喜多　新二
山谷　芳則

神山哲太郎
大西　厚子
大野　正和
藤田　広美
池田　謙次

松尾　省勝
岩田　　薫
佐々木修司
橋本　智子
小山　征三

松井　雅宏
越川　慶一
首藤　孝治
牧田　俊之

小野寺幸恵
原　　啓司
冨岡　　隆

桜井　　忠
谷川　芳一

触沢　高秀

○：賛成、×：反対、△：会派で賛否が分かれた場合、−：採決に加わらなかった場合

　
第
６
回
定
例
会
は
２
月
20
日
か
ら
３

月
13
日
ま
で
23
日
間
の
会
期
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
３
月
６
日
ま

で
の
16
日
間
と
会
期
を
変
更
し
、
報
告

３
件
、
陳
情
２
件
、
議
案
35
件
、
意
見

書
案
１
件
、
決
議
案
１
件
な
ど
の
審
議

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
市
長
の

市
政
方
針
お
よ
び
教
育
長
の
教
育

行
政
執
行
方
針
に
対
し
、
６
会
派

６
名
の
議
員
に
よ
る
代
表

質
問
が
お
こ
な
わ
れ
、
教

育
、
防
災
、
福
祉
、
介
護
、

医
療
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
休
憩
時
間
を
利

用
し
、
と
ま
こ
ま
い
観
光

大
使
の
門
田
し
ほ
り
さ
ん

を
議
場
に
お
招
き
し
「
第

５
回
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

会
期
短
縮
、
代
表
質
問
お
よ
び

予
算
委
員
会
で
の
質
疑
時
間
の

短
縮
、
議
場
関
係
者
全
員
が
マ

ス
ク
着
用
、
傍
聴
を
自
粛
い
た

だ
く
な
ど
、
異
例
の
措
置

を
施
す
定
例
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
会
期
短
縮
の
た

め
各
常
任
委
員
会
・
特
別

委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
所

管
事
項
や
陳
情
に
つ
き
ま

し
て
は
、
６
月
に
お
こ
な

わ
れ
る
第
７
回
定
例
会
ま

で
継
続
審
査
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　２つの議案について賛否が分かれました。各会派の見解は下記の通りです。なお、ほかの議
案については、全会一致で可決となりました。

▶1,500万円

▶12億6,113万円

▶70万円

▶1,582万4千円

▶5,367万6千円

▶19億8,539万2千円 ▶14億9,930万2千円

苫小牧東小学校及び苫小牧東中学校
改築事業　▶26億441万4千円

苫小牧国際リゾート
構想推進事業

新第２学校給食共同
調理場整備事業

町内会合同事業
促進補助金

多子世帯給食費助成事業

外国語教育推進
事業（ALT拡大）

住宅建設事業・
除却事業など

防災行政無線整備
事業

学校 国際

学校

補助

子育

教育

建設

防災

　多子世帯の経済的負担軽減および人
口減少対策の一環として、市内小中学
校に在籍する児童生徒が３人以上いる
世帯に対し、第３子以降の児童生徒の
学校給食費を令和２年１０月分より無
償化とします。

会期を変更しながらも多岐にわたり議論が展開された定例会

　苫小牧市議会では、新型コロナウイルス感染症への対応が早急に講じられるよ
う令和２年４月２３日（木）に市長に対し「新型コロナウイルス感染症対策に関
する緊急申し入れ」をおこないました。申し入れ項目については下記の通りです。
　①中小企業・小規模事業者への経営支援について
　②幼児、児童、生徒に対する支援について
　③市民周知の徹底について
　④関係機関への要望活動について
　⑤上記項目に必要な予算措置を早急に講じること

令和2年4月23日㈭

「新型コロナウイル
ス感染症対策に関
する緊急申し入れ」
をおこないました。



てっ返り振を会議 会員委別特 TOMAKOMAI  CITY  COUNCIL  NEWS
とまこまい市議会だより　第29号　令和2年5月1日発行

5P 4P

一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
神
山
　
哲
太
郎

　
市
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
に
伴
い
、
委
員
会
は
３
月
３

日
か
ら
、
３
日
間
の
日
程
で
慎
重
に
審

査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
予

算
と
い
う
重
要
な
委
員
会
で
す
が
、
非

常
事
態
の
中
で
の
委
員
会
開
催
と
な
り
、

各
委
員
の
協
力
の
も
と
質
疑
時
間
を
段

階
的
に
短
縮
し
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
委
員
は
、
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ

る
質
疑
を
簡
潔
か
つ
明
確
に
趣
旨
を
伝

え
よ
う
と
す
る
努
力
が
見
ら
れ
、
市
側

も
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
答
弁
が
印
象

的
で
し
た
。

　
予
算
審
議
の
結
果
、
修
正
動
議
が
出

さ
れ
た
議
案
第
10
号
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
関
連
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一

致
で
原
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
よ

う
な
緊
急
時

で
は
、
委
員

会
を
進
行
す

る
難
し
さ
や
、

要
点
を
絞
っ

た
質
疑
内
容

も
問
わ
れ
る

と
感
じ
た
委
員
会
で
し
た
。

緊
急
事
態
の
中
で
の

定
例
会
を
振
り
返
っ
て

議
長
　
金
澤
　
　
俊

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
年

度
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
市
民
生
活
や
企
業
活
動

に
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
お
り
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
般
の
第
６
回
苫
小
牧
市
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
初
日
に
岩
倉
市
長
か
ら

市
政
方
針
、
五
十
嵐
教
育
長
か
ら
教
育

行
政
執
行
方
針
が
示
さ
れ
、
そ
の
数
日

後
に
、
苫
小
牧
市
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
発
生
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
我
々
と
し
て
は
市
民
の
安
全
安
心
を

第
一
に
考
え
、
感
染
拡
大
の
抑
制
と
対

応
に
追
わ
れ
る
市
職
員
に
対
し
最
大
限

の
協
力
を
す
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
緊

急
の
代
表
者
会
議
を
開
き
、
会
期
と
審

議
項
目
な
ど
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　
結
果
、
会
期
を
７
日
間
短
縮
し
、
代

表
質
問
及
び
新
年
度
予
算
委
員
会
の
質

疑
時
間
も
大
幅
に
短
縮
を
し
て
の
実
施

議
会
改
革
の

取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て

副
議
長
　
藤
田
　
広
美

　
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

福
祉
の
向
上
お
よ
び
市
政
の
発
展
に
寄

与
す
る
た
め
、
苫
小
牧
市
議
会
基
本
条

例
を
平
成
31
年
４
月
に
施
行
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
７
月
に
は
条
例
の
議
員
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

条
例
に
盛
り
込
ま
れ
た
全
員
協
議
会
を

11
月
に
開
催
し
、
議
員
定
数
に
つ
い
て

議
員
間
討
議
を
実
施
し
て
お
り
、
定
数

は
今
後
の
議
会
改
革
検
討
会
で
結
論
を

出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
改
革
は
「
で
き
る
こ
と
は
速
や

か
に
お
こ
な
う
こ
と
が
大
事
」
と
の
思

い
か
ら
、
市
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
機
会
と
し
て
始
め
た
議
場
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
令
和
２
年
２
月
で
５
回
目

の
開
催
と
な
り
、
皆
さ
ま
か
ら
好
評
を

得
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
定
例
会
を
傍

聴
さ
れ
た
方
に
、
と
ま
チ
ョ
ッ
プ
ポ
イ

ン
ト
の
付
与
を
始
め
た
こ
と
に
加
え
、

議
場
内
に
お
い
て
も
議
員
や
市
側
、
傍

聴
者
の
水
分
補
給
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
定
例
会
終
了
後
の
正
副

議
長
記
者
会
見
を
開
始
し
た
こ
と
や
、

傍
聴
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

企
業
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

副
委
員
長
　
谷
川
　
芳
一

　
特
別
３
会
計
・
企
業
４
会
計
の
審
査

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
に
伴
い
、
審
査
日
を
６
日
間
か
ら
３

日
間
に
短
縮
し
、
質
疑
時
間
も
大
幅
に

短
縮
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
は
延
べ
33
人
の
委
員
が
お
こ
な

い
、
各
会
計
共
通
し
、
今
後
の
事
業
運

営
の
あ
り
方
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
、

事
業
改
善
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
立
病
院
会
計
で
は
、
世
界
的
に
拡

大
し
懸
念
さ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
態
勢
に
つ
い
て
の

質
疑
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
案
に
対
し
、
後
期
高
齢
者
医
療

会
計
は
賛
成
多
数
で
原
案
が
可
決
し
、

そ
れ
以
外
（

国
保
、
介
護
、

水
道
、
下
水

道
、
市
立
病

院
、
市
場
）

は
、
全
会
一

致
で
原
案
が

可
決
さ
れ
ま

し
た
。

苫小牧市社会福祉協議会に関する
学習会の開催（2 月 7 日）
　今、各地域では隣近所の関係希薄化や町
内会活動の担い手不足など、多くの課題を抱
えている現状にあります。今後の苫小牧市に
おける地域福祉推進に向けて、社会福祉協議
会の取り組みに対する理解を深めるため学習
会を開催しました。内容は、地域福祉と社会
福祉協議会の地域支援として、①コミュニテ
ィーソーシャルワーカーの活動、②成年後見
と日常生活自立支援事業について説明を受け、
議員からは、日常活動における疑問点など、
活発な質疑がお
こなわれました。

ペーパーレス議会システムの
デモンストレーションの開催（2 月 12 日）
　議会改革検討会の中で検討が進められてい
る議会ＩＣＴ化の目玉であるタブレット端末
を活用したペーパーレス議会システムのデモ
ンストレーションを開催しました。
　他市の議会においても実際に利用されてい
るシステムデモ画面を議員が直接操作し、資
料の検索方法や手書きメモなど、使いやすい
さまざまな機能について学習しました。
　市議会としては、ペーパーレス化による紙
の使用量の抑制、災害時の迅速な情報連携お
よび安否確認
などの効果も
考え、ルール
も含めた、検
討を進めてま
いります。

※�社会福祉協議会は、
現在の社会福祉法
に基づき、営利を
目的とせず、民間の社会福祉活動の推進を目的とした民間
組織として設置されています。

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
員
会
は
継
続
審
査
へ
、
議

会
改
革
検
討
会
も
閉
会
中
の
開
催
と
変

更
し
、
傍
聴
者
の
制
限
や
議
場
内
で
の

マ
ス
ク
着
用
と
消
毒
液
に
よ
る
手
の
消

毒
の
励
行
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
無
事
に
新
年
度
予

算
を
可
決
し
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
議
会
休
会
中
の
４
月
23
日
に

は
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
企
業

や
市
民
へ
の
支
援
策
や
感
染
拡
大
防
止

策
を
盛
り
込
み
、
苫
小
牧
市
議
会
と
し

て
岩
倉
市
長
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

の
諸
対
策
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、

事
態
の
収
束
に
向
け
議
員
、
事
務
局
が

一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

そ
の
結
果
を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
す
る
な
ど
、
市
民
へ
の
情
報
発
信

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
議
員
力
向
上
に
向
け
て
は
、
地
域
福

祉
の
現
状
を
知
る
た
め
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
勉
強
会
を
企
画
・
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
も
勉
強
会
や
意
見
交
換
の
場

を
設
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
で
は
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
を
は
じ
め
、
速
や
か
な

情
報
伝
達
と
情
報
共
有
化
な
ど
効
果
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
を
前
提
に
実
務
者
会
議
を
設
置
し
て

議
論
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
活
用
し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
も
お
こ
な
い
早
期
に
本
格
導
入
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
議
会
の
機
能
強
化
と
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
改

革
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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★
会
派
を
代
表
し
、
人
口
減
少
、
駅
前

の
再
整
備
、
市
民
ホ
ー
ル
建
設
、
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
構
想
な
ど
、
市
政
の
課
題

に
つ
い
て
市
長
の
市
政
方
針
に
の
っ
と

り
代
表
質
問
を
し
ま
し
た
。
「
健
康
で

安
全
な
都
市
環
境
の
も
と
、
世
代
や
性

別
に
関
わ
ら
ず
、
豊
か
で
明
る
く
誰
も

が
住
み
や
す
い
〝
と
ま
こ
ま
い
〟
」
を

目
指
し
施
策
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

★
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、
２
年

連
続
で
社
会
増
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

は
雇
用
、
子
育
て
、
移
住
、
産
業
振
興

の
４
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
本
市

の
独
自
性
を
加
え
た
施
策
に
全
庁
一
体

と
な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

★
「
苫
小
牧
市
行
政
創
革
プ
ラ
ン
」
は
、

行
政
改
革
の
新
た
な
概
念
と
し
て
「
す

で
に
あ
る
も
の
」
の
改
善
や
効
率
化
だ

け
で
は
な
く
「
ま
だ
な
い
も
の
」
を
発

想
し
、
創
り
上
げ
て
い
く
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

★
駅
前
の
再
整
備
は
、
多
く
の
市
民
が

１
．
Ｉ
Ｒ
誘
致
に
つ
い
て

２
．
企
業
対
策

⑴
．
苫
東
工
業
基
地
の
利
活
用

３
．
地
方
創
生
推
進

⑴
．
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略

⑵
．
特
定
不
妊
治
療
対
策
に
つ
い
て

⑶
．
基
金
の
創
設
に
つ
い
て

４
．
市
立
病
院

⑴
．
健
全
化
計
画
と
赤
字
対
策

５
．
教
育
行
政

⑴
．
特
別
支
援
学
校
の
設
置

〇
国
際
リ
ゾ
ー
ト
推
進
事
業

〇
災
害
対
策
費
＝
コ
ロ
ナ
対
策

〇
新
千
歳
空
港
事
業
負
担
金

〇
ふ
る
さ
と
納
税

〇
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
事
業

〇
予
防
接
種
事
業

〇
環
状
交
差
点
の
採
用

〇
市
営
住
宅
建
て
替
え
事
業

に
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
し
て
も
ら

い
、
雇
用
に
結
び
つ
く
よ
う
事
業
者
・

企
業
で
情
報
共
有
す
る
こ
と
を
求
め
、

さ
ら
に
そ
の
場
に
当
事
者
家
族
も
参
加

し
情
報
交
換
し
、
障
が
い
者
雇
用
の
環

境
が
充
実
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

★
児
童
虐
待
防
止
条
例
制
定
に
当
た
り
、

こ
れ
か
ら
も
市
民
参
加
型
の
啓
発
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

★
受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
施
行
さ
れ
る

に
当
た
り
、
受
動
喫
煙
の
多
い
飲
食
店

を
対
象
に
「
空
気
も
お
い
し
い
施
設
」

の
周
知
啓
発
を
求
め
ま
し
た
。

★
市
立
病
院
は
第
二
種
感
染
症
指
定
病

院
で
あ
る
が
、
マ
ス
ク
や
防
護
服
な
ど

の
備
蓄
品
に
つ
い
て
国
や
道
か
ら
の
具

体
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
存
在
し
て
な

い
こ
と
を
確
認
し
、
今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
受
け
、
減
額
計

上
さ
れ
て
い
る
材
料
費
を
補
正
予
算
で

の
増
額
と
独
自
の
感
染
症
対
策
装
備
の

備
蓄
計
画
の
策
定
を
要
望
し
ま
し
た
。

★
令
和
元
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
糖
尿

病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
に
つ
い
て

の
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
を
確
認
。
医

｜新　　　緑｜

｜会 派 市 民｜

待
ち
望
ん
で
お
り
、
一
日
も
早
い
着
手

を
求
め
ま
し
た
。
市
と
し
て
も
「
苫
小

牧
の
顔
」
と
し
て
取
り
戻
す
た
め
に
も
、

権
利
集
約
に
取
り
組
み
一
日
も
早
い
解

決
に
向
け
て
糸
口
を
探
っ
て
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

★
予
算
委
員
会
で
は
、
市
民
ホ
ー
ル
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
地

元
活
用
に
対
し
て
で
き
る
だ
け
の
配
慮

を
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
建
物

自
体
が
デ
ザ
イ
ン
も
含
め
、
世
界
か
ら

人
を
呼
び
込
め
る
よ
う
な
、
市
民
が
誇

れ
る
よ
う
な
市
民
ホ
ー
ル
の
建
設
を
要

望
し
ま
し
た
。

★
旧
サ
ン
プ
ラ
ザ
ビ
ル
に
つ
い
て
、
市

長
と
地
権
者
の
ト
ッ
プ
会
談
・
公
費
で

の
ビ
ル
解
体
の
可
能
性
を
質
疑
し
、
ト

ッ
プ
会
談
は
解
決
策
の
一
つ
で
あ
り
得

る
こ
と
、
公
費
解
体
は
多
額
の
税
金
を

投
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
市
民
の
理
解

を
得
に
く
い
と
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。

★
市
立
病
院
の
災
害
時
に
お
け
る
救
急

医
療
体
制
に
つ
い
て
質
疑
し
、
当
院
は

災
害
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
多
発
外

傷
、
広
範
囲
熱
傷
な
ど
の
災
害
時
に
多

療
機
関
と
の
周
知
連
携
強
化
と
長
期
間

の
事
業
継
続
を
要
望
し
ま
し
た
。

★
雨
水
管
整
備
事
業
に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
と
雨
水
管
径
の
算
出
根
拠
の
確
認
、

ま
た
浸
水
被
害
軽
減
の
た
め
の
体
制
と

対
応
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

★
大
学
卒
業
後
の
市
内
就
職
と
居
住
を

条
件
に
し
た
本
市
の
教
育
ロ
ー
ン
助
成

制
度
に
つ
い
て
、
道
外
ま
た
は
市
内
の

大
学
の
学
生
に
限
定
し
た
こ
と
が
当
初

の
利
用
見
込
み
を
下
回
っ
て
い
る
と
分

析
し
、
道
内
大
学
の
学
生
も
利
用
で
き

る
よ
う
拡
大
し
、
本
市
へ
の
就
職
を
促

す
こ
と
を
提
案
し
、
協
力
を
得
て
い
る

金
融
機
関
と
も
協
議
し
て
条
件
拡
充
を

検
討
す
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

★
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
に
つ
い
て
、
８
名
の

増
員
に
よ
り
各
中
学
校
エ
リ
ア
に
１
名

配
置
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
増
、
ま
た
幼
稚
園

の
要
請
に
応
じ
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
派
遣
し
、

幼
少
期
か
ら
英
語
に
親
し
む
機
会
を
増

や
し
、
生
涯
学
習
の
場
で
も
英
語
に
親

し
む
機
会
を
整
備
し
て
い
く
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

発
す
る
重
篤
救
急
患
者
の
救
急
医
療
を

お
こ
な
い
、
簡
易
ベ
ッ
ド
も
50
台
の
備

蓄
が
あ
る
と
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。

★
市
場
を
通
さ
な
い
市
場
外
流
通
増
対

策
で
は
、
卸
売
市
場
法
改
正
で
大
幅
な

規
制
緩
和
に
よ
る
競
争
で
市
場
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。

★
市
立
病
院
の
患
者
向
け
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

整
備
を
要
望
し
、
令
和
２
年
度
中
に
導

入
す
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

★
公
設
地
方
卸
売
市
場
に
つ
い
て
、
青

果
・
水
産
は
令
和
３
年
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
導
入
、
花
き
は
令
和
４
年
か
ら

民
間
移
譲
を
計
画
通
り
お
こ
な
う
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

★
高
丘
浄
水
場
管
理
棟
改
築
工
事
で
完

成
後
の
施
設
内
見
学
で
体
験
学
習
（
模

擬
沈
殿
実
験
・
水
道
管
を
利
用
し
た
万

華
鏡
作
り
な
ど
）
を
要
望
し
、
検
討
を

す
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

★
上
下
水
道
部
で
作
成
中
の
浸
水
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
市
民
活
用
を
質
疑
し
、

「
市
街
地
で
の
浸
水
想
定
図
」
を
令
和

３
年
度
ま
で
に
市
民
向
け
に
公
表
す
る

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
対
応
す
る
市
職
員
の
拘
束
時
間
を
で

き
る
限
り
少
な
く
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
今
定
例
会
は
期
間
を
短
縮
し
て

開
催
す
る
こ
と
を
、
議
会
運
営
委
員
会

で
取
り
決
め
ま
し
た
。
苫
小
牧
駅
前
プ

ラ
ザ
エ
ガ
オ
の
訴
訟
に
関
す
る
議
案
や
、

令
和
２
年
度
の
予
算
審
議
な
ど
、
重
要

な
案
件
の
多
い
議
会
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
要
点
を
ま
と
め
、
必
要
最
小
限
の

質
問
と
す
る
こ
と
を
議
員
各
自
が
努
力

し
た
結
果
、
無
事
予
定
通
り
議
会
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
対
し
て
、
人
と

関
わ
る
こ
と
が
苦
手
、
社
会
に
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
々
に
月
に
一
回

「
楽
し
く
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所

」
の
茶
話
会
を
開
催
、
関
係
機
関
と
の

連
携
で
就
労
に
も
結
び
つ
く
な
ど
の
支

援
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
当
事
者
や
ご

家
族
に
寄
り
添
う
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

★
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
企
業

木村　司
議　員

矢嶋　翼
議　員

喜多新二
議　員

山谷芳則
議　員

竹田秀泰
議　員

板谷良久
議　員

宇多春美
議　員

矢嶋　　翼・木村　　司・金澤　　俊・竹田　秀泰
宇多　春美・板谷　良久・喜多　新二・山谷　芳則

桜井　　忠・谷川　芳一

〇
公
債
費=
元
金
均
等
の
採
用

〇
歳
入=
法
人
市
民
税
超
過
課
税

　
　
共
産
党
が
国
際
リ
ゾ
ー
ト
の
質
疑
で

「
予
算
決
定
前
に
業
者
が
決
ま
っ
て
い

る
、
値
引
き
も
８
０
０
万
円
と
大
き
す

ぎ
る
」
と
質
疑
し
、
市
長
や
担
当
者
の

答
弁
に
ブ
レ
が
あ
り
否
定
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
国
際
リ
ゾ
ー
ト
の
予
算
を
省
い

た
修
正
動
議
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
我
が
会
派
は
質
疑
時
間
が
制
限
さ
れ

十
分
な
回
答
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
市
政
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
な
の
で
動
議
に
は
賛
成
。
た

だ
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
る
見
込
み
で

し
た
の
で
、
「
よ
り
マ
シ
な
案
と
し
て

」
市
長
提
出
議
案
に
そ
の
後
賛
成
を
す

る
こ
と
を
理
事
会
で
伝
え
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
修
正
動
議
に
賛
成
の
討

論
を
し
た
が
否
決
さ
れ
、
次
の
市
長
提

出
議
案
に
賛
成
討
論
を
し
た
上
で
賛
成

を
し
よ
う
と
し
た
が
、
い
き
な
り
採
決

を
し
た
た
め
、
手
を
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
本
会
議
は
委
員
会
の
決
定
を
引
き
ず

っ
た
形
と
な
り
、
退
席
し
賛
否
を
表
さ

な
い
と
い
う
態
度
表
明
に
な
り
ま
し
た
。

■
代
表
質
問

■
予
算
委
員
会
質
問
（
抜
粋
）

■
一
般
会
計
予
算
採
決

桜井　忠  議員

谷川芳一  議員

※新緑の議員写真は、第５回定例会（12月）のものを使用しております。
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松尾　省勝・岩田　　薫・佐々木修司
橋本　智子・小山　征三 ｜公明党議員団｜池田　謙次・神山哲太郎・大西　厚子

藤田　広美・大野　正和

【
代
表
質
問
（
抜
粋
）
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
備
え
に

つ
い
て
、
市
民
へ
の
正
し
い
情
報
の
周

知
と
目
や
耳
の
不
自
由
な
方
の
対
応
に

つ
い
て
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
早
期
対
応
を

求
め
、
相
談
先
や
日
常
生
活
の
注
意
点

な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
と
、
チ
ラ

シ
作
成
を
す
る
と
答
弁
が
あ
り
し
た
。

　
広
告
収
入
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の

拡
大
に
つ
い
て
、
新
と
き
わ
ス
ケ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
な
ど
７
施
設
は
随
時
募
集
中

で
、
総
合
体
育
館
に
つ
い
て
は
老
朽
化

対
応
後
に
導
入
予
定
。
ま
た
、
東
西
の

大
規
模
な
公
園
も
導
入
に
向
け
て
検
討

し
て
い
ま
す
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ぽ
い
捨
て
防
止
条
例
の
罰
則
規
定
を

設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ポ
イ
捨
て
が

減
っ
て
い
な
い
札
幌
や
釧
路
で
も
罰
則

規
定
が
あ
り
ま
す
。
市
内
の
美
観
を
守

る
た
め
に
必
要
と
質
問
し
、
平
成
10
年

か
ら
同
条
例
を
施
行
し
平
成
28
年
に
一

度
罰
則
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
今
後

に
つ
い
て
も
取
り
締
ま
り
に
課
題
が
あ

り
、
市
民
の
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
醸
成
に

力
を
入
れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
代
表
質
問
で
は
、
市
長
の
市
政
方
針

を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
会
派
か
ら
の

質
問
に
対
す
る
議
論
経
過
を
踏
ま
え
、

特
に
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
、
主
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

★
旧
サ
ン
プ
ラ
ザ
ビ
ル
の
問
題
や
国
際

リ
ゾ
ー
ト
構
想
な
ど
、
説
明
過
程
に
お

い
て
も
市
民
が
置
き
ざ
り
に
な
っ
て
い

る
と
指
摘
し
、
丁
寧
な
市
民
説
明
を
進

め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

★
駅
前
周
辺
の
活
性
化
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
市
が
率
先
し
て
青
写
真

を
示
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

★
Ｉ
Ｒ
誘
致
を
断
念
し
た
場
合
の
税
収

対
策
、
経
済
活
力
を
ど
う
導
き
だ
す
の

　
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
防

災
各
計
画
な
ど
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

戸
別
受
信
機
の
導
入
は
町
内
会
や
学
校
、

防
災
関
係
機
関
、
避
難
行
動
要
支
援
者

に
つ
い
て
無
償
配
布
と
し
、
一
般
市
民

は
購
入
と
な
る
予
定
で
、
災
害
時
備
蓄

計
画
・
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
実

務
レ
ベ
ル
の
計
画
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

今
年
度
中
に
見
直
す
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、

接
種
の
た
め
で
は
な
く
、
正
し
い
情
報

の
個
別
通
知
に
よ
っ
て
伝
え
、
家
族
で

話
し
合
い
の
機
会
と
選
択
す
る
環
境
づ

く
り
を
す
る
の
が
行
政
の
役
割
で
は
と

質
問
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
伝

え
ら
れ
る
か
関
係
機
関
と
情
報
提
供
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
外
国
語
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
、
新

年
度
よ
り
外
国
語
指
導
助
手
を
14
名
増

員
し
、
中
学
校
区
に
常
時
配
置
し
、
生

徒
と
日
常
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
機
会
の
増
加
と
ま
ち
な
か
の
施

設
で
の
英
語
カ
フ
ェ
の
開
催
な
ど
を
実

施
し
、
英
語
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
く

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

　
一
般
会
計
に
所
属
し
、
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
情
報
で
デ
マ
や
フ
ェ
イ
ク
二
ユ
ー

ス
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
早
急
に

「
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
ア
プ
リ
」
の
導
入

を
提
案
、
一
年
以
上
前
倒
し
で
導
入
・

配
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
登
録
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
依
存
症
の
対
策
を
訴
え
、
子

供
た
ち
と
共
に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
の
も
と
何
ら
か
の
ル
ー
ル
づ
く

り
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
な
ど
を
図
る
た
め
、
代
表
者

会
議
や
議
会
運
営
員
会
で
対
応
を
協
議

し
、
さ
ま
ざ
ま
と
急
を
要
す
る
対
応
と

な
っ
た
市
議
会
定
例
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
や
Ｉ
Ｃ
Т
の
推
進
に
つ
い

て
も
６
月
に
向
け
て
引
き
続
き
議
論
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
伺
い
、
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
未
就
学
児
交
通
安
全
対
策
事
業
費
の

質
疑
で
は
、
防
護
柵
を
延
長
４
５
１
ｍ
、

路
面
標
示
や
カ
ラ
ー
舗
装
14
カ
所
、
警

戒
標
識
５
カ
所
を
８
月
上
旬
ま
で
設
置

予
定
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ

ゾ
ー
ン
の
設
定
も
求
め
ま
し
た
。
国
保

の
人
間
ド
ッ
ク
は
タ
ダ
と
く
健
診
の
オ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
統
合
し
、
５
、
５
０

０
円
の
費
用
で
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
健
診
を
実
施

す
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

介
護
保
険
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
拡
大
も
求
め
ま
し
た
。

　
市
立
病
院
で
の
が
ん
サ
ロ
ン
の
常
設

に
つ
い
て
質
疑
、
令
和
２
年
6
月
下
旬

を
予
定
に
専
従
の
職
員
を
配
置
し
て
始

ま
る
こ
と
、
愛
称
を
「
は
な
し
ょ
う
ぶ

ハ
ウ
ス
」
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
会
派
の
先
輩
達
が
6
年
以
上
前
か

ら
提
案
し
続
け
た
こ
と
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
を
受
け
た
り
、
展
示
を
し
た

り
な
ど
を
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の

代
弁
と
の
思
い
で
質
疑
し
ま
し
た
。

神山哲太郎
議　員

池田謙次
議　員

大西厚子
議　員

藤田広美
議　員

大野正和
議　員

｜民 主 ク ラ ブ｜
代
表
質
問

松
尾
省
勝
議
員

 《　代 表 質 問　》
１．政治姿勢
　　⑴市政への想いについて
２．重点施策
　　⑴防災体制の充実について
　　⑵まちなかの活性化について
　　⑶�新千歳空港の拠点形成強化と周辺環境

対策の推進について
　　⑷子育て支援の充実について
３．主要施策
　　⑴�安全・安心で快適に暮らす             

まちについて
４．教育行政執行方針
　　⑴�安全安心な施設環境整備と
　　　新たな教育に対応した                    
　　　学びの環境づくりの推進について

か
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
情
報
発
信

な
ど
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

  

一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

佐
々
木
修
司 

議
員
　

★
苫
小
牧
国
際
リ
ゾ
ー
ト
構
想
推
進
事

業
費
に
つ
い
て
質
疑
し
、
市
側
は
、
来

道
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
を
市
街
地

エ
リ
ア
に
呼
び
込
む
た
め
に
国
際
交
流

拠
点
構
想
実
施
計
画
（
仮
称
）
を
策
定

す
る
事
業
で
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
な
ど
に
よ
り
今
後
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
動
向
や
世
界
経
済
の
動
向
が

不
透
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
そ

の
状
況
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
求
め
ま
し
た
。

　
市
側
は
、
定
量
的
で
は
な
く
定
性
的

な
街
づ
く
り
の
観
点
か
ら
一
刻
も
早
い

取
り
組
み
が
重

要
で
あ
る
と
の

認
識
を
示
し
ま

し
た
。

橋
本
　
智
子 

議
員 

　

★
民
族
共
生
象
徴
空
間
ウ
ポ
ポ
イ
開
設

に
よ
る
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
事
業
費
の
増

額
に
つ
い
て
、
単
年
度
だ
け
で
は
な
く

今
後
の
継
続
を
要
望
し
ま
し
た
。

★
「
児
童
虐
待
防
止
条
例
」
制
定
に
つ

い
て
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
周
知
し
、

虐
待
防
止
と
通
報
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

★
中
央
図
書
館
の
蔵
書
整
備
計
画
に
つ

い
て
、
蔵
書
購
入
費
に
比
べ
収
蔵
資
料

数
の
増
加
が
少
な
い
の
は
収
蔵
ス
ペ
ー

ス
が
な
く
除
籍
廃
棄
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
質
疑
し
ま
し
た
。
収
蔵
ス
ペ
ー

ス
の
増
加
は
望
め
な
い
と
い
う
答
弁
で

し
た
が
、
今
後

の
課
題
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。

  

企
業
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

岩
田
　
　
薫 

議
員
　

★
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
の
特
定
健

康
診
査
は
、
受
診
率
が
上
が
ら
な
い
こ

と
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
受
診
勧
奨
の
ほ

か
に
、
同
業
同
種
の
集
ま
り
を
通
じ
て
、

健
康
診
査
の
受
診
に
結
び
付
け
る
よ
う

提
案
し
ま
し
た
。

★
市
立
病
院
会
計
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
対
し
、
市
立
病
院
が
国
の

感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
感
染
症
も
し
く
は
疑
い
の
あ
る
患

者
を
完
全
分
離
し
て
い
る
と
し
、
ま
た

学
校
な
ど
の
休
業
に
伴
い
、
看
護
師
な

ど
医
療
従
事
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

院
内
保
育
園
を
継
続
す
る
と
と
も
に
過

度
な
時
間
外
を
避
け
る
こ
と
な
ど
で
対

応
す
る
と
答
弁
が
あ
り
、
市
立
病
院
一

丸
と
な
り
こ
の

非
常
事
態
を
乗

り
切
る
こ
と
を

要
望
し
ま
し
た
。小

山
　
征
三 

議
員
　

《
監
査
委
員
の
役
割
》

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
経
済
へ
の
打
撃
、
市
民
生
活
へ
の

影
響
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
今

定
例
会
で
の
予
算
に
関
す
る
質
疑
は
、

す
で
に
終
了
し
ま
し
た
が
、
今
、
最
優

先
す
べ
き
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
臨

機
応
変
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

　
今
後
は
税
収
見
込
額
な
ど
が
予
想
以

上
に
減
る
こ
と
も
想
定
し
、
緊
急
性
を

要
し
な
い
予
算
の
一
時
凍
結
も
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
財
務
や
事
業
が

合
理
的
、
効
率
的
、
経
済
的
に
執
行
さ

れ
て
い
る
か
、

監
査
委
員
と
し

て
引
き
続
き
し

っ
か
り
チ
ェ
ッ

ク
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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｜改革フォーラム｜

　
新
年
度
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
、
会
派

か
ら
提
出
し
た
政
策

・
予
算
要
望
の
提
案

内
容
や
過
去
の
一
般

質
問
な
ど
の
議
論
を

踏
ま
え
、
代
表
質
問

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
】
日
々

変
化
し
て
い
る
事
態
の
認
識
を
質
問
し

た
上
で
、
政
府
の
春
休
み
ま
で
の
学
校

休
校
要
請
へ
の
対
応
、
中
小
・
小
規
模

事
業
所
な
ど
へ
の
影
響
と
対
応
策
、
情

報
提
供
の
あ
り
方
、
ウ
イ
ル
ス
検
査
の

体
制
強
化
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

の
設
置
、
保
健
所
へ
の
リ
エ
ゾ
ン
（
連

絡
員
）
派
遣
と
市
か
ら
の
マ
ン
パ
ワ
ー

の
支
援
に
つ
い
て
求
め
ま
し
た
。

【
苫
小
牧
市
総
合
戦
略
】
５
年
間
の
第

１
期
計
画
が
令
和
２
年
３
月
で
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
目
標
値
の
達
成
率
を
質

問
し
た
上
で
、
新
年
度
か
ら
の
計
画
に

「
関
係
人
口
の
創
出
」
「
テ
レ
ワ
ー
ク

　
無
所
属
議
員
（
１
人
）
の
代
表
質
問

は
で
き
な
い　
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
、

今
定
例
会
で
は
質
問
の
機
会
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
影
響
で
会
期
が
大
幅
に
短
縮
さ

れ
、
令
和
2
年
度
の
予
算
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
健
康
で
早

い
終
息
を
願
い
ま
す
。

　
私
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
訪
問
員
の
被
害
か
ら

市
民
の
皆
様
を
お
守
り
す
る
、
と
い
う

議
員
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
、
進
学

や
就
職
等
の
引
越
し
先
で
Ｎ
Ｈ

Ｋ
訪
問
員
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
特
に
進
学
で
一
人
暮
ら
し
を

さ
れ
る
学
生
の
ト
ラ
ブ
ル
が
非

常
に
多
い
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
見

な
い
の
で
あ
れ
ば
契
約
す
る
必

要
は
無
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
々
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
訪
問
員
の
ト

ラ
ブ
ル
に
対
し
て
市
民
の
皆
さ

ま
の
お
困
り
事
に
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
の
議
会
、
議
員
活
動
に

お
き
ま
し
て
、
苫
小
牧
市
民
の

皆
さ
ま
の
安
全
安
心
に
寄
与
で

き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
国
際
リ
ゾ
ー
ト
構
想
推
進
事
業

　
１
，
５
０
０
万
円
の
国
際
リ
ゾ
ー
ト

構
想
推
進
事
業
費
が
、
随
意
契
約
（
入

札
な
ど
を
せ
ず
に
決
定
し
た
相
手
と
契

約
す
る
こ
と
）
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
質
疑
し
ま
し
た
。
随
意
契
約

は
、
合
理
的
な
理
由
が
必
要
で
す
が
、

市
が
説
明
す
る
事
業
者
の
評
価
は
「
本

市
の
知
見
が
十
分
あ
る
」
「
本
市
の
構

想
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
」
な

ど
と
い
う
も
の
で
、
「
合
理
的
な
理
由

に
当
た
ら
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
，
５
０
０
万
円
の
中
身
は
、

す
で
に
約
８
０
０
万
円
を
値
引
き
し
て

も
ら
っ
た
価
格
の
た
め
、
「
本
来
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
や
競
争
入
札
で
競
争
性
を

発
揮
さ
せ
て
価
格
を
決
め
る
も
の
」
と

指
摘
し
、
公
平
性
・
透
明
性
、
さ
ら
に

競
争
性
も
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
国
際
リ
ゾ
ー
ト
構
想

推
進
事
業
費
を
抜
い
た
修
正
予
算
（
修

正
動
議
）
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
賛
成

少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

の
推
進
」
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
「
外

国
人
労
働
者
の
確
保
」
な
ど
新
し
い
概

念
を
盛
り
込
む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

【
国
際
リ
ゾ
ー
ト
構
想
】
新
年
度
予
算

に
「
Ｉ
Ｒ
の
関
連
費
計
上
」
と
報
道
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
市
長
の
考
え

を
質
問
し
た
上
で
、
本
旨
に
沿
っ
た
丁

寧
な
発
信
を
す
る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

【
苫
小
牧
市
行
政
創
革
プ
ラ
ン
】
取
り

組
み
項
目
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
連
づ
け
、

Ａ
Ｉ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
に
よ
る
市
民
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
取
り
組
み
を
質
問
し
た

上
で
、
「
電
子
申
請
」
の
取
り
組
み
を

追
加
項
目
と
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

【
０
５
３
大
作
戦
～
ス
テ
ー
ジ
５
～
】

平
成
28
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
戸
別

収
集
の
モ
デ
ル
事
業
の
対
費
用
効
果
を

疑
問
視
し
、
早
急
に
見
直
す
こ
と
を
進

言
し
ま
し
た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
】
総
合
体
育

館
の
改
修
の
考
え
方
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入

の
可
能
性
を
探
り
、
緑
ケ
丘
公
園
を
中

心
に
移
転
改
築
の
検
討
を
進
め
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
特
別
支
援
教
育
】
明
徳
小
学
校
跡
地

に
令
和
３
年
開
校
予
定
の
特
別
支
援
学

校
へ
肢
体
不
自
由
児
・
生
徒
が
就
学
で

き
る
よ
う
道
教
委
と
の
協
議
を
進
め
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

【
下
水
道
築
造
】

市
内
に
約
１
５
０

０
㎞
あ
る
下
水
道

管
の
う
ち
、
耐
用
年
数
50
年
を
超
過
す

る
も
の
が
約
99
㎞
あ
り
、
20
年
後
に
は

約
８
３
４
㎞
に
な
る
現
状
で
す
。
将
来

の
税
収
減
を
想
定
し
、
効
率
よ
く
事
業

を
進
め
る
必
要
性
と
将
来
を
担
う
子
供

た
ち
に
負
担
を
か
け
な
い
使
用
料
金
の

あ
り
方
を
質
疑
し
「
効
率
的
な
改
築
更

新
や
歳
出
の
抑
制
を
図
り
、
将
来
の
建

設
改
良
工
事
に
つ
い
て
議
論
を
お
こ
な

い
、
そ
れ
に
備
え
、
水
道
料
金
の
検
討

会
で
料
金
水
準
の
議
論
を
進
め
て
い
く

」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
市
立
病
院
事
業

資
金
不
足
】
新
改

革
プ
ラ
ン
・
ロ
ー

リ
ン
グ
版
の
資
金
不
足
比
率
（
１
５
．

９
％
令
和
元
年
度
見
込
み
）
の
高
さ
を

指
摘
し
「
医
療
機
器
更
新
入
替
に
必
要

な
企
業
債
の
借
入
に
資
金
不
足
解
消
計

画
の
策
定
・
提
出
が
必
要
で
環
境
が
厳

し
く
な
る
。
医
師
を
確
保
し
経
営
健
全

化
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
検
討

し
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
】
国
が
令
和
２
年

９
月
か
ら
実
施
す
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

事
業
を
質
疑
し
「
手
続
き
支
援
や
制
度

周
知
を
お
こ
な
う
ほ
か
、
本
庁
、
の
ぞ

み
コ
ミ
セ
ン
、
沼
ノ
端
交
流
セ
ン
タ
ー

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
窓
口
を

設
置
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
市
街
地
へ
の
交

流
人
口
取
り
込
み

】
今
後
の
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
ウ
ォ

ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
を
提
案
し
「
物

流
を
中
心
に
発
展
し
た
本
市
で
す
が
時

代
の
変
革
と
と
も
に
海
辺
に
対
す
る
考

え
方
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
を
含
め
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

【
Ｊ
Ｒ
利
用
促
進
対
策
】
高
齢
化
社
会

の
進
展
に
伴
い
苫
小
牧
駅
に
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
の
設
置
を
提
案
し
「
現
時
点
で

設
置
す
る
考
え
が
な
い
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

上段：越川議員・松井議員
下段：牧田議員・首藤議員

松 井 議 員

首 藤 議 員牧 田 議 員

越 川 議 員

代表質問動画

｜日本共産党市議団｜小野寺幸恵 ・ 原　　啓司・冨岡　　隆

●
Ｉ
Ｒ
北
米
視
察
に
つ
い
て

　
国
際
リ
ゾ
ー
ト
構
想
推
進
事
業
に
関

連
し
て
、
２
０
１
６
年
の
Ｉ
Ｒ
推
進
協

議
会
に
よ
る
北
米
視
察
に
つ
い
て
質
疑

し
ま
し
た
。
市
職
員
が
随
行
し
た
こ
の

視
察
に
は
、
カ
ジ
ノ
事
業
者
が
提
供
し

た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
で
移
動
し

て
い
る
が
、
「
こ
の
費
用
は
ど
こ
が
負

担
し
た
か
」
と
質
疑
し
ま
し
た
が
、
明

確
な
答
弁
が
無
か
っ
た
た
め
、
早
急
の

調
査
と
報
告
を
求
め
ま
し
た
。

　
報
告
で
は
、
協
議
会
、
市
と
も
に
、

こ
の
費
用
を
負
担
し
て
い
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
報
告
を
受
け
て
お
こ

な
わ
れ
た
総
括
質
疑
で
は
、
「
先
方
の

都
合
で
行
程
が
変
更
に
な
り
、
事
業
者

か
ら
提
供
さ
れ
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ

ッ
ト
で
移
動
し
た
。
公
務
と
し
て
随
行

し
た
市
の
職
員
が
ほ
か
の
参
加
者
と
違

う
移
動
手
段
を
取
る
こ
と
は
合
理
的
で

は
な
く
、
問
題
は
な
い
」
と
答
弁
さ
れ
、

こ
れ
に
対
し
「
限
り
な
く
グ
レ
ー
で
あ

り
、
道
義
的
に
も
市
民
感
情
的
に
も
認

め
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
保
険
料
の
改
定
に
よ
り
、
均
等
割
軽

減
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
市
民
へ
の

影
響
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。
担
当

部
局
は
、
「
被
保
険
者
の
４
７
％
を
超

え
る
９
，
８
９
８
人
が
負
担
増
に
な
る
。

保
険
料
も
、
２
倍
、
３
倍
と
な
り
影
響

額
は
４
，
４
０
０
万
円
を
超
え
る
負
担

増
に
な
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
保
険
料
は
、
一
人
当
た
り
９
４
，

６
０
０
円
と
な
り
、
生
存
権
す
ら
守
れ

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

道
や
国
に
対
し
制
度
の
撤
回
を
求
め
た

こ
と
に
対
し
て
副
市
長
は
、
「
全
国
市

長
会
、
全
国
知
事
会
か
ら
国
に
対
し
、

医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
に
向
け
要
望

し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
中
で
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
不
足
し
て
い
る
問

題
を
取
り
上
げ
、
市
が
中
心
と
な
っ
て

職
員
を
増
や
し
、
担
当
窓
口
を
設
置
す

る
な
ど
直
ち
に
支
援
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

小野寺幸恵 
議　員

原　　啓司 
議　員

冨岡　　隆 
議　員

　触沢　高秀　議員｜無 所 属｜
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とまこまい市議会だより編集委員会
板谷　良久・山谷　芳則・大西　厚子・大野　正和・橋本　智子
越川　慶一・原　　啓司・桜井　　忠・触沢　高秀

編

集

後

記

次号発行予定は8月上旬頃です。

月　日 内　　　容
  6 月 10 日㈬ 陳情締切り（17:00 まで）
  6 月 11 日㈭ 本　会　議 報告・一般質問
  6 月 12 日㈮〜
  　　 16 日㈫ 本　会　議 一般質問・議案等審議  

  6 月 17 日㈬ 常 　 任 　 委 　 員 　 会　　

  6 月 18 日㈭ 特 　 別 　 委 　 員 　 会　　

  6 月 19 日㈮
議  会  改  革  検  討  会

本　会　議 議 案 等 審 議

■議会日程のお知らせ

※6月11日から18日の開始時間は10時（予定）からになります。（ただし19日は未定です）
※日程などについては変更になる場合があります。（土・日・祝日は休会）
　詳細は、議会事務局にお問い合わせください。

●第7回市議会定例会

　議会だより編集委員会メンバーも、読みやすくわ
かりやすい紙面作りに奔走した１年だったと思いま
す。市民に伝えたい情報がたくさんある中で、紙面
構成上どうしても掲載できない記事もあり、紙面作
りの難しさを痛感しています。昨年はフリートークを
開催し、紙面作りのアドバイスをいただき、試行錯
誤しながら作成を続けています。令和２年度も新し
いことにチャレンジしながら、多くの市民に読んでい
ただける議会だよりを目指し努力してまいります。

　とまこまい市議会だより
　　　　編集委員　越　川　慶　一

　第５回議場コンサートは、
とまこまい観光大使でもある
歌手の門田しほりさんをお迎
えし、２月20日市役所11階の
本会議場で第６回定例会の初
日の昼休憩12時15分から開催

し、約200名の市民が鑑賞に
訪れました。
　今回は、門田しほりさんの
オリジナル曲「愛のことば」
をはじめ、カバー曲「やさし
さに包まれたなら」など全５

曲をご披露いただきました。
　門田さんの透き通るような
歌声が議場を包み込み、来場
した市民から盛大な拍手と賞
賛の声をいただきました。

議場コンサートをおこなっているの？

多くの市民の皆さんに来てほしいね！次が楽しみ！

どんな内容
だったの？

市民の皆さんに、議会をより身近に感じていただけるように、開かれた議会を目指し、
市議会主催で平成２８年度から毎年おこなっています。

第1回　ソプラノ独唱
金井隆子さん (H28.9.8)

第２回　マリンバ演奏
山田沙紀さん (H29.2.24)

第３回　江差追分
石垣　博さん (H30.2.23)

第４回　アイヌ古式舞踊
苫小牧アイヌ文化保存会のみなさん (H31.2.22)

第５回議場コンサートについて教えて！ っtoma市
議会
の

知
と　 ま

ピックア
ップ

《プロフィール》
門田しほりさん
・24時間TV苫小牧リポーター
・ミュージカル赤毛のアン出演
・THEカラオケ★バトル全国統一！
　最強歌うま王決定戦準優勝(2年連続)
・2018年とまこまい観光大使就任

ど

うし
て？

こ
れ

までは？


